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たことがわかるだろう。   
では，19世紀後半を通じてなされたレシテーションを成り立たせる原理とは何であったのか。  
セア（Thayer，Ⅴ．T．）は以下の3点を「レシテーション法によって当然とみなされた教育的原理」  
としてあげている4。   
1．テキストが学習の中心である。  
2．子どもの精神はワックス・タブレット（waxtablet）である。  
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よかったことが推察できる。   
もちろん，行政官たちは，教師の質の低さをある程度自覚していたが，テキストに忠実に授業  
を行うことで教育内容の一定の連続性や規則性が保証されるという主張をする7ことでテキスト  
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学校教育における一斉教授の思想と歴史を叙述したハミルトンは，「『一斉』方式を個別教授より  
も社会的に意義のあるものとして出現させるのに力があったイデオロギー」の重要な一側面とし  
てベル（Bell，A．1753－1832）やランカスターのモニトリアル・システムをあげる11。   
本項では，レシテーションの実質的な起源にあたるモニトリアル・システムの概要とその問題  
点とをセアやハミルトンを援用しつつ述べ，レシテーションに対してどのような影響力を持った  






をうけ，後にアメリカにわたりモニトリアル・システムを伝えたのがランカスターである。   
子どもたちは10人前後の小集団に組織され，年長の生徒であるモニターがそれぞれの小集団  
の監督にあたった。その行動様式たるや，軍隊のそれであったとセアは述べている13。そこでは，  




















3 ページの教授方法の普及と影響  
次の表2に挙げている実践事例は，オールバニー（Albany，NY）のニューヨーク州立師範学校  














習すると，授業が表面的なものになってしまう18。   
以下に示す表は，教師と生徒の想定問答として考案されているものであって，実践記録という  
形で示されたものではないので対象学年や単元名などは述べられていない。  
表2 教授事例19（図表化は藤本）  







がありますか。   
生徒たち  はい，先生，覚えています。   







しょう？   
生徒（J）  はい，先生。おじいちゃんが「エルム・ダスト」と呼んでます。   
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る導きではなく技術的に高められた発問により子どもの心を目覚めさせる（waking up of the  
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導入するが，教師の力量不足を痛感するにいたり，1861年オスウィーゴに小学校の教員訓練学校  
を開いた。これが，オスウィーゴ運動の始まりである。   
デアポーン（Dearborn，N．H．）は，旧来のコース・オブ・スタディと新しいオスウィーゴの求  
めるそれとの違いとして以下の4点をあげている24。   
①道徳的教授（moralinstruction）を重視したこと。   
②読み・綴り・算数（いわゆる3R’s）から形・色・重さ・動物・植物・人体・場所・数のレッ  
スンに変更したこと。   
③教授には「段階（steps）」があるととらえたこと。   
④教育過程においては，知識の獲得から観察力や探究精神の刺激や発達を重視するようシフト  





いる25。   
では，実際にオスウィーゴ運動の一環で実践された授業はいかなるものであったのかをみてい  
きたい。   
子どもの直観や感覚を重視するペスタロッチ主義はテキスト中心のレシテーションは放棄す  
表3 メイヨ（Mayo，E．）の実践「一枚の木の皮（APIECEOFBARK）26」  
教師  これは何ですか。木の皮ですね。みんなこれを見なさい。どこで木の皮を見つけることができま  
すか。木の表面ですね。木のどの部分に見られますか。よく見てみなさい。（教師はまだ木の皮  
が残っている木の幹一片を教室に持ち込む。）外側にありますね。「木の皮は木の幹の外側の部分  
です。」いっしょに繰り返して（repeat）。   
子ども  「木の皮は木の幹の外側の部分です。」   
教師  この木の皮を見なさい。何がわかりますか。茶色ですね。「木の皮は茶色です。」はい，繰り返し  
て。   
子ども  「木の皮は茶色です。」   
教師  もう一度見てください。ガラスのようですか。いいえ，透けては見えませんね。ガラスと比べて  
ごらん。光ってませんね。何の光もないときは輝いていない（dull）っていいます。木の皮はど  
うですか。それは輝いてません。「木の皮は輝いていません。」繰り返して。   
子ども  「木の皮は輝いていません。」   
教師  教室で輝いていないものを先生に教えてね。じゃあ，木の皮を触ってみなさい。ざらざらしてま  
すね。さらに？乾いてますね。では見てください。（教師は繊維を裂く。）紐や髪の毛みたいです  
ね。これらの紐や髪の毛は繊維と呼ばれています。木の皮は繊維質だ（fibrous）といいます。  
「木の皮は繊維質です。」繰り返して。   
子ども  「木の皮は繊維質です。」   
ここに，麻の繊維がいくつかあります。亜麻の繊維もいくつかあります。これらは，私たちの衣  
服の材料を提供してくれます。もう一度，木の皮を触ってみたらもっとなにかわかると思います  
よ。そうそう，固いですね。じゃあ，今まで言ったことをもう一度全部繰り返してごらん。   
子ども  木の皮は木の幹を外側で覆っているものです。それは茶色です。透けて見ることはできません。  
それはぎらざらしていて，輝いていなくて，乾いていて，固くて，そして繊維質です。   教師  植物の中には非常に繊維質の茎をもつものがあって，次のような点で私たちに役立っています。  
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5 レシテーションの拡大解釈と新しい教授方法の模索  
D．マクマリーによると，レシテーションの概念を拡張しようという理論的傾向が1870年代，  
80年代にはあったという。  
著述家の中には，レシテーションの意味と機能とを拡張したいと願うものもいた。彼らは，   
記憶した事に関して子どもをテストすることが授業時間の唯一の対象ではないと主張した。  
レシテーションの機能は，教師に情報を求め，誤りの訂正を促す機会を与えたり，観察や知   
覚活動において子どもに知的訓練（mentaltraining）を施したり，表現力や自立性を養った  
り，興味を引き起こしたり探究心をかりたてたり，そして注意力を高めたりすることでも  

































事実を示している。…レシテーションの時間という名前のかわりとして，思考の時間（thi－   
nkingperiods）という名はラディカルな変化を提起するものである30。   
このように，1909年の段階で，「レシテーション」が相対的な概念であるとして改めて自覚され  
たことからもわかるように，ヘルパルト主義が受容された1890年前後は相対化されにくいはど  
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